
（運用基準  様式３） 

令和８年３月30日 

金沢区総務部地域振興課 

「令和８年度金沢国際交流ラウンジ運営業務委託契約」契約結果 

　令和８年度金沢国際交流ラウンジ運営業務委託について、公募型プロポーザル方式で、受託候補者を特
定し、次のとおり契約しました。

１ 件 名 令和８年度金沢国際交流ラウンジ運営業務委託 

２  委託内容 金沢国際交流ラウンジの運営及び各種事業の実施 

３  契約の相手方　　特定非営利活動法人横浜金沢国際交流の会　 

４  契約金額 １２，０６９，２００円 

５  契約日     令和８年４月１日 

６  評価結果 

提案者 評価点数 順位 

７ 評価基準・評価委員会開催経過等 

（運用基準様式１のうち、評価委員会開催経過を記載して使用することができる。また、評価基準については、 
別紙として、添付すること。） 

８  問い合わせ先 金沢区役所地域振興課　TEL：045-788-7806 

特定非営利活動法人横浜金沢国際交流の会 １408

委員会開催日時及び開催場所：令和８年１月16日 14時から15時30分　金沢区役所３階３号会議室

評価委員の出席状況 ：評価委員６人出席（定足数６/６）

議事内容 ：事業者のプロポーザル内容確認、ヒアリング（提案書説明及び質疑応答）及び　
評価、評価の集計

評価基準 ：別紙のとおり



１　評価方法

①各評価項目について、５、４、３、２、１の５段階で評価する。

（５点）：要求水準を大きく上回る  （４点）：要求水準を上回る  （３点）：要求水準を概ね満たす

（２点）：要求水準を下回る  （１点）：要求水準を大きく下回る

②評価項目ごとの評点を合計し、団体としての総合評価点数を付ける。

２　選定方法（公募型プロポーザル方式）

①評価項目のうち、１つでも「１」と判定された団体は、原則として失格とする。

②応募団体の総合点を比較し、最も高い点数を獲得した団体を、委託先候補として選定する。同点の場合は該当者にくじを引かせて受託者を決定する。

③配点合計の60％を基準点とし、総合評価点数が基準点を下回った場合は失格とする。

 ④プロポーザル評価委員会において委員の欠席があった場合、満点及び基準点が変更となることがあるが、基準点の算出方法(満点×0.6）は変更されない。

安定的な運営を継続できる組織体制が取られているか
定款・規約・会則
ヒアリング

団体の規約類が整備され、実際に運用されているか
定款・規約・会則
ヒアリング

本年度を含めた過去3年間の団体の収支状況は適切か
事業計画書・事業予算書、事
業報告書・事業決算書、ヒア
リング

提案された予算書の内容は、人件費・事務費・事業費の配分が適切か 事業予算書、ヒアリング

団体の理念・基本方針は具体的で、かつ実績があるか 団体概要書、ヒアリング

ラウンジ運営にあたっての考え方は具体的で実現可能性があるか 事業計画書、ヒアリング

金沢国際交流ラウンジ事業の目的やラウンジの機能等を適切に理解し、これを踏まえ
た事業計画が提案がされているか

事業計画書、ヒアリング

過去5年間に同種または類似業務の実績があるか 団体概要書、ヒアリング

「地域特性やニーズ」を適切に把握し、地域ニーズを踏まえた事業の提案がなされて
いるか。

事業計画書、ヒアリング

金沢区の特性に応じた言語（スペイン語、英語、中国語など）での対応が可能な十分
な人員の確保ができているか

事業計画書、ヒアリング

業務に必要な知識などを共有できるよう、マニュアル等の整備とスタッフへの周知の
徹底が図られているか

事業計画書、ヒアリング

人材育成のために、研修などの具体的な提案がなされているか 事業計画書、ヒアリング

行政、地域の市民活動団体、ボランティア、外国人コミュニティ、教育機関等と情報
共有を図る方策が講じられているか（区役所２階窓口に設置されている意義を考慮し
ているか。）

事業計画書、ヒアリング

過去５年以内に行政及び教育機関と連携した取組の実績があるか 団体概要書、ヒアリング

行政、地域の市民活動団体、ボランティア、外国人コミュニティ、教育機関等と連
携・協力して進める事業が提案されているか（区役所２階窓口に設置されている意義
を考慮しているか。）

事業計画書、ヒアリング

幅広い層の区民が参加できる事業、様々な立場の区民相互の理解を促すような事業が
提案されているか

事業計画書、ヒアリング

個人情報を適正に管理する体制や規定等の整備が示されているか
事業計画書、定款・規約・会
則
ヒアリング

個人情報に関する定期的な研修の実施などが示されているか 事業計画書、ヒアリング

事業の実施後、その効果や成果を定期的またはその都度自己評価または外部評価する
機能が示されているか

事業計画書、ヒアリング

事業のより効果的な実施に向けて、評価の結果を改善計画に反映させる仕組みがある
か

事業計画書、ヒアリング

令和8年度金沢国際交流ラウンジ業務受託者評価委員会　評価・選定基準

項目 項目の説明（令和７年度公募） 判断材料

1
受託期間中安定した業務を行うのに十分な組織体制を
有し、健全な財務状況にあること

2
金沢区の地域特性やニーズを把握したうえで、ラウン
ジの設置目的に基づく事業を推進できること

3
多言語での対応や生活情報等を熟知した人材の確保・
育成ができること

評価基準
　５点 ：要求水準を大きく上回る　４点：要求水準を上回る　 ３点：要求水準を概ね満たす　２点：要求水準を下回る
　１点：要求水準を大きく下回る

4

運営に当たり、行政、地域の市民活動団体、ボラン
ティア、外国人コミュニティ、教育機関等と積極的に
情報共有を図り、これらと連携・協力して事業を進め
る視点を有していること

5
個人情報に関する管理規定の整備や定期的な研修の実
施など、個人情報の適正管理のため、必要な措置を講
じることができること

6
定期的に事業の評価を実施し、改善計画を策定する機
能を有していること

別　紙

01211318
長方形
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